
(57)【要約】

【課題】電機子巻線の温度上昇を低減することができる

コアレスリニアモータを提供する。

【解決手段】可動子１０が複数のコイル１３から成る電

機子巻線１１と電機子巻線１１を支持する可動子取付台

１２から構成されるとともに、固定子１が複数の磁極を

形成する永久磁石２とバックヨーク３から構成され、さ

らには、電機子巻線１１の左右両側を空隙を介して永久

磁石２で挟み込むように構成されたコアレスリニアモー

タにおいて、可動子取付台１２の下面に凹部１２ａを設

けるとともに、コイル１３の上側にあたるコイル上辺１

４を、可動子取付台１２の凹部１２ａ内に挿入し、コイ

ル１３の下側にあたるコイル下辺１５の近傍にコイル１

３間もしくはリード線１６との結線処理を行うスペース

を設ける。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 動 子 が 複 数 の コ イ ル か ら 成 る 電 機 子 巻 線 と 前 記 電 機 子 巻 線 を 支 持 す る 可 動 子 取 付 台 か ら
構 成 さ れ る と と も に 、 固 定 子 が 複 数 の 磁 極 を 形 成 す る 永 久 磁 石 と バ ッ ク ヨ ー ク か ら 構 成 さ
れ 、 さ ら に は 、 前 記 電 機 子 巻 線 の 左 右 両 側 を 空 隙 を 介 し て 前 記 永 久 磁 石 で 挟 み 込 む よ う に
構 成 さ れ た コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ に お い て 、
前 記 可 動 子 取 付 台 の 下 面 に 凹 部 を 設 け る と と も に 、 前 記 コ イ ル の 上 側 に あ た る コ イ ル 上 辺
を 、 前 記 動 子 取 付 台 の 凹 部 内 に 挿 入 し 、 前 記 コ イ ル の 下 側 に あ た る コ イ ル 下 辺 の 近 傍 に コ
イ ル 間 も し く は リ ー ド 線 と の 結 線 処 理 を 行 う ス ペ ー ス を 設 け た こ と を 特 徴 と す る コ ア レ ス
リ ニ ア モ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ イ ル 下 辺 の 真 下 に 結 線 処 理 を 行 う ス ペ ー ス を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 コ イ ル 下 辺 の 左 右 両 側 に 結 線 処 理 を 行 う ス ペ ー ス を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 可 動 子 取 付 台 に 冷 媒 も し く は 空 気 を 流 す た め の 冷 却 通 路 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か の 項 に 記 載 の コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 推 力 リ プ ル や 低 発 熱 が 要 求 さ れ る 一 定 速 送 り 用 や 高 精 度 位 置 決 め 用 の コ ア レ ス
リ ニ ア モ ー タ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
集 中 巻 の コ イ ル を 重 ね ず に 配 置 す る 従 来 の コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ と し て は 、 特 開 平 ７ － ３
２ ２ ５ ９ ５ 号 公 報 、 特 開 平 ６ － １ ６ ５ ４ ７ ４ 号 公 報 、 Ｕ Ｓ ４ １ ５ １ ４ ４ ７ 公 報 に 開 示 さ れ
る も の が あ る 。 こ れ ら に 開 示 さ れ る コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ の 特 長 は 、 コ ア レ ス で あ る が 故
に コ ギ ン グ 力 が 発 生 し な い 、 つ ま り 、 速 度 リ プ ル が 小 さ い こ と で あ る 。 ま た 、 集 中 巻 の コ
イ ル を 重 ね ず に 配 置 す る こ と を 理 由 に 、 絶 縁 性 が 高 い こ と も 特 長 と し て 上 げ ら れ る 。
従 来 の コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 、 図 ４ お よ び 図 ５ に 示 す 。 図 ４ は 、 従 来 技 術 に お け る コ ア
レ ス リ ニ ア モ ー タ の 可 動 子 と 固 定 子 の み を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 可 動 子 進 行 方 向 か ら
見 た 断 面 図 で あ る 。
固 定 子 １ は 、 複 数 の 磁 極 を 形 成 し て い る 永 久 磁 石 ２ 、 そ れ を 貼 り 付 け て い る バ ッ ク ヨ ー ク
３ 、 左 右 両 側 に 配 置 さ れ た ２ つ の バ ッ ク ヨ ー ク ３ を 片 側 で 固 定 支 持 し て い る ヨ ー ク 支 持 台
４ か ら 構 成 さ れ て い る 。 永 久 磁 石 ２ は 、 ２ つ の バ ッ ク ヨ ー ク ３ の 内 側 に 対 面 す る 極 性 が 異
極 と な る よ う に 、 か つ 、 可 動 子 進 行 方 向 で 隣 接 す る 極 性 が 異 極 と な る よ う に λ ピ ッ チ ご と
に 配 置 さ れ て い る 。
可 動 子 １ ０ は 、 電 機 子 巻 線 １ １ と そ れ を 固 定 す る 断 面 が 凹 形 状 の 可 動 子 取 付 台 １ ２ か ら 構
成 さ れ て い る 。 可 動 子 取 付 台 １ ２ は 、 負 荷 と な る テ ー ブ ル 等 に 取 り 付 け ら れ る た め 、 強 度
が 確 保 さ れ る ア ル ミ 等 の 金 属 部 材 で 構 成 さ れ る 。 電 機 子 巻 線 １ １ は 、 ２ つ の バ ッ ク ヨ ー ク
３ の 内 側 に 配 置 さ れ た 永 久 磁 石 ２ と 所 定 の 空 隙 を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 電 機 子 巻
線 １ １ は 複 数 個 の コ イ ル １ ３ か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 コ イ ル １ ３ の 上 側 に あ た る コ
イ ル エ ン ド 部 分 を コ イ ル 上 辺 １ ４ 、 下 側 に あ た る コ イ ル エ ン ド 部 分 を コ イ ル 下 辺 １ ５ と 称
す る 。 コ イ ル １ ３ 間 は コ イ ル 上 辺 １ ４ で 結 線 さ れ て お り 、 そ の 先 で は リ ー ド 線 １ ６ と 結 線
さ れ て い る 。 ま た 、 コ イ ル １ ３ 間 を 結 線 す る た め の ス ペ ー ス と リ ー ド 線 １ ６ の ス ペ ー ス は
、 可 動 子 取 付 台 １ ２ の 凹 内 に 設 け ら れ て い る 。 最 終 的 に は 、 電 機 子 巻 線 １ １ と 可 動 子 取 付
台 １ ２ の 凹 内 部 は モ ー ル ド 樹 脂 １ ７ に よ っ て 覆 わ れ 、 電 機 子 巻 線 １ １ と 可 動 子 取 付 台 １ ２
が 一 体 と な っ て 可 動 子 １ ０ が 構 成 さ れ て い る 。
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以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 固 定 子 と 可 動 子 は 、 図 示 し な い リ ニ ア ガ イ ド 等 の 支 持 機 構 に よ っ
て 、 そ の 進 行 方 向 に 移 動 自 在 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 従 来 技 術 に は 次 の よ う な 問 題 が あ っ た 。
電 機 子 巻 線 １ １ に 所 定 の 推 力 発 生 に 必 要 な 電 流 が 印 加 さ れ る と 、 コ イ ル １ ３ に は そ の 電 流
の ２ 乗 に 比 例 し た ジ ュ ー ル 熱 が 発 生 す る 。 コ イ ル １ ３ で 発 生 し た 熱 は 、 モ ー ル ド 樹 脂 １ ７
の 空 隙 面 か ら 放 出 さ れ る 分 と 可 動 子 取 付 台 １ ２ へ 熱 伝 導 す る 分 に 分 か れ る 。 可 動 子 取 付 台
１ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 負 荷 テ ー ブ ル の 材 質 、 大 き さ 、 取 り 付 け 状 態 に よ り そ の 熱 分 配
率 は 異 な る も の の 、 金 属 製 で 熱 伝 導 の 良 い 可 動 子 取 付 台 １ ２ へ 流 れ る 熱 の 方 が 多 い 。 逆 に
、 可 動 子 取 付 台 １ ２ に 熱 が 伝 わ り に く い 構 造 で あ れ ば 、 コ イ ル １ ３ の 温 度 上 昇 が 極 め て 大
き な も の と な る 。 従 来 技 術 に よ れ ば 、 可 動 子 取 付 台 １ ２ と コ イ ル １ ３ 間 は 、 結 線 処 理 の た
め の 幅 広 い 凹 内 に モ ー ル ド 樹 脂 １ ７ が 充 填 さ れ て い る 。 つ ま り 、 モ ー ル ド 樹 脂 １ ７ が 大 き
な 熱 抵 抗 と な り 、 可 動 子 取 付 台 １ ２ へ 熱 が 伝 わ ら ず コ イ ル １ ３ の 温 度 上 昇 が 極 め て 高 い も
の に な っ た 。 こ れ を で き る 限 り 防 ぐ た め 、 モ ー ル ド 樹 脂 １ ７ に は 熱 伝 導 の 良 い 、 例 え ば ア
ル ミ ナ を 配 合 し た エ ポ キ シ 樹 脂 （ 熱 伝 導 率 １ ． ５ Ｗ ／ ｍ Ｋ ） が 使 用 さ れ て い る が 、 十 分 な
効 果 が 得 ら れ な い で い た 。
本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 電 機 子 巻 線 の 温 度 上 昇 を 低
減 す る こ と が で き る コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ の 本 発 明 は 、 可 動 子 が 複 数 の コ イ ル か ら 成 る 電 機 子 巻
線 と 前 記 電 機 子 巻 線 を 支 持 す る 可 動 子 取 付 台 か ら 構 成 さ れ る と と も に 、 固 定 子 が 複 数 の 磁
極 を 形 成 す る 永 久 磁 石 と バ ッ ク ヨ ー ク か ら 構 成 さ れ 、 さ ら に は 、 前 記 電 機 子 巻 線 の 左 右 両
側 を 空 隙 を 介 し て 前 記 永 久 磁 石 で 挟 み 込 む よ う に 構 成 さ れ た コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ に お い
て 、 前 記 可 動 子 取 付 台 の 下 面 に 凹 部 を 設 け る と と も に 、 前 記 コ イ ル の 上 側 に あ た る コ イ ル
上 辺 を 、 前 記 可 動 子 取 付 台 の 凹 部 内 に 挿 入 し 、 前 記 コ イ ル の 下 側 に あ た る コ イ ル 下 辺 の 近
傍 に コ イ ル 間 も し く は リ ー ド 線 と の 結 線 処 理 を 行 う ス ペ ー ス を 設 け る よ う に し た も の で あ
る 。
請 求 項 ２ の 本 発 明 は 、 前 記 コ イ ル 下 辺 の 真 下 に 結 線 処 理 を 行 う ス ペ ー ス を 設 け る よ う に し
た も の で あ る 。
請 求 項 ３ の 本 発 明 は 、 前 記 コ イ ル 下 辺 の 左 右 両 側 に 結 線 処 理 を 行 う ス ペ ー ス を 設 け る よ う
に し た も の で あ る 。
請 求 項 ４ の 本 発 明 は 、 前 記 可 動 子 取 付 台 に 冷 媒 も し く は 空 気 を 流 す た め の 冷 却 通 路 を 設 け
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。
本 発 明 は 、 可 動 子 構 造 を 除 き 、 従 来 技 術 の 図 ４ 、 ５ に 示 さ れ る 構 造 と 同 じ で あ る 。 従 っ て
、 固 定 子 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
［ 第 １ の 実 施 例 ］
図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 第 １ の 実 施 例 を 示 す 図 で あ り 、 請 求 項 １ と ２ に 関 す る も の で あ る 。
図 １ （ ａ ） は 可 動 子 進 行 方 向 か ら 見 た 断 面 図 、 図 １ （ ｂ ） は 側 面 か ら 見 た 可 動 子 の 断 面 図
で あ る 。
第 １ の 実 施 例 に お け る 可 動 子 １ ０ は 、 従 来 技 術 と 同 じ く 、 複 数 個 の コ イ ル １ ３ か ら 成 る 電
機 子 巻 線 １ １ 、 そ れ を 固 定 支 持 す る 可 動 子 取 付 台 １ ２ 、 リ ー ド 線 １ ６ 、 電 機 子 巻 線 １ １ と
リ ー ド 線 １ ６ 全 体 を 覆 っ た モ ー ル ド 樹 脂 １ ７ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 ３ 相 を
例 に 、 最 も コ イ ル 数 の 少 な い ３ 個 の 集 中 巻 の コ イ ル １ ３ に よ っ て 構 成 さ れ た も の を 示 す 。
３ 個 の コ イ ル 下 辺 １ ５ の 真 下 で は 、 コ イ ル １ ３ 間 同 士 や リ ー ド 線 １ ６ と の 結 線 が 行 わ れ る
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た め の ス ペ ー ス が 設 け ら れ て い る 。 リ ー ド 線 １ ６ は 、 こ れ ら コ イ ル 下 辺 １ ５ を 通 り 、 可 動
子 １ ０ の 前 方 に お い て 、 可 動 子 取 付 台 １ ２ に 引 き 回 さ れ て い る 。 可 動 子 取 付 台 １ ２ は 、 負
荷 と な る テ ー ブ ル 等 に 取 り 付 け ら れ る た め 、 強 度 が 確 保 さ れ る ア ル ミ 等 の 金 属 部 材 で 構 成
さ れ る 。 ま た 、 可 動 子 取 付 台 １ ２ の 断 面 は 凹 形 状 と な っ て お り 、 そ の 凹 部 に は コ イ ル １ ３
の コ イ ル 上 辺 １ ４ が 挿 入 さ れ て い る 。 可 動 子 取 付 台 １ ２ の 凹 部 は コ イ ル 上 辺 １ ４ の 挿 入 部
分 と 合 致 す る よ う に 溝 加 工 さ れ て い る 。
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 コ イ ル 上 辺 １ ４ を 可 動 子 取 付 台 １ ２ に 近 接 さ せ る こ と が で き る 。
つ ま り 、 こ の 間 の 熱 抵 抗 が 極 め て 小 さ く な り 、 コ イ ル １ ３ で 発 生 し た 熱 が 可 動 子 取 付 台 １
２ へ と 逃 げ や す く な っ て い る 。 そ の 結 果 、 コ イ ル １ ３ の 温 度 上 昇 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
［ 第 ２ の 実 施 例 ］
次 に 第 ２ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ の 実 施 例 は 請 求 項 ３ に 関 す る も の で あ る 。 図 ２
は 進 行 方 向 か ら 見 た 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 第 ２ の 実 施 例 が 第 １ の 実 施 例 と 異 な る 点 は 、 結
線 処 理 の ス ペ ー ス を コ イ ル 下 辺 １ ５ の 左 右 に 設 け た 点 で あ る 。 こ の 結 果 、 可 動 子 １ ０ の 断
面 は Ｉ 形 状 と な る 。
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 １ の 実 施 例 と 同 様 に コ イ ル １ ３ の 温 度 上 昇 を 大 幅 に 低 減 で き る
。 さ ら な る 第 ２ の 実 施 例 の 特 長 は 、 結 線 処 理 ス ペ ー ス を 永 久 磁 石 ２ の 真 下 に 置 く た め 、 可
動 子 の 高 さ 方 向 の 寸 法 を 小 さ く す る こ と が で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
［ 第 ３ の 実 施 例 ］
次 に 第 ３ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 第 ３ の 実 施 例 は 請 求 項 ４ に 関 す る も の で あ る 。 図 ３
は 進 行 方 向 か ら 見 た 断 面 を 示 す 図 で あ る 。 第 ３ の 実 施 例 が 第 １ も し く は 第 ３ の 実 施 例 と 異
な る 点 は 、 可 動 子 取 付 台 １ ２ に 、 冷 媒 も し く は 空 気 を 流 す 冷 媒 通 路 １ ８ を 設 け た 点 で あ る
。
こ の よ う な 構 成 に よ り 、 熱 通 過 の 大 き い 可 動 子 取 付 台 １ ２ を 直 接 冷 却 で き る た め 、 第 １ 及
び 第 ２ の 実 施 例 の 効 果 で あ る コ イ ル １ ３ の 温 度 上 昇 低 減 を 、 さ ら に 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
（ １ ） コ イ ル と 可 動 子 取 付 台 の 間 の 熱 抵 抗 が 極 め て 小 さ く な る こ と に よ り 、 コ イ ル
の 温 度 上 昇 を 抑 え る こ と が で き る （ 請 求 項 １ の 発 明 ） 。
（ ２ ） 結 線 処 理 の ス ペ ー ス を 新 た に 設 け る こ と に よ り 、 請 求 項 １ の 発 明 と 同 様 の 効
果 を 得 る こ と が で き る （ 請 求 項 ２ の 発 明 ） 。
（ ３ ） 結 線 処 理 の ス ペ ー ス を コ イ ル エ ン ド 部 分 の 左 右 両 側 に 設 け る こ と に よ り 、 請 求 項 １
の 発 明 と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る と と も に 、 請 求 項 ２ の 発 明 に 対 し 、 さ ら に 可 動 子
の 高 さ を よ り 小 さ く で き る 効 果 も 得 る こ と が で き る （ 請
求 項 ３ の 発 明 ） 。
（ ４ ） 熱 が 多 く 伝 わ る 可 動 子 取 付 台 に 冷 却 通 路 を 設 け る こ と に よ り 、 請 求 項 １ 乃 至
３ の 発 明 の 効 果 を さ ら に 高 め る こ と が で き る （ 請 求 項 ４ の 発 明 ） 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 に お け る コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 示 す 図 で 、 （ ａ ） は 進 行
方 向 か ら 見 た 断 面 図 で （ ｂ ） は 側 面 か ら 見 た 可 動 子 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 に お け る コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 示 す 図 １ （ ａ ） 相 当 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 に お け る を 示 す コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 示 す 図 １ （ ａ ） 相
当 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 技 術 に お け る コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 技 術 に お け る コ ア レ ス リ ニ ア モ ー タ を 示 す 図 １ （ ａ ） 相 当 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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１ 　 　 固 定 子
２ 　 　 永 久 磁 石
３ 　 　 バ ッ ク ヨ ー ク
４ 　 　 ヨ ー ク 支 持 台
１ ０ 　 　 可 動 子
１ １ 　 　 電 機 子 巻 線
１ ２ 　 　 可 動 子 取 付 台
１ ２ ａ 　 凹 部
１ ３ 　 　 コ イ ル
１ ４ 　 　 コ イ ル 上 辺
１ ５ 　 　 コ イ ル 下 辺
１ ６ 　 　 リ ー ド 線
１ ７ 　 　 モ ー ル ド 樹 脂
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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